

















































リスト 1に和光純薬工業の適用法規の文字列を毒劇物の入 入力コード 区分 等級
カコードに変換するプログラムの一部を示す。 001 毒物 不明
カタログデータ 11列目の適用法令文字列を変数strに格納
002 毒物 特定毒物
003 毒物 1 
し、「康IJ'Jの文字位置を変数posに格納する。「康IJ-Jが存在し 004 毒物 2 
た場合は、物質マスタ用ワークシートの格納先の書式を文字 005 劇物 不明
列にした後、「劇ー」に引き続くローマ数字を元に、毒劇物に
006 劇物 1 
007 劇物 2 
あらかじめ指定された入力コードをワークシート「毒劇法j 008 劇物 3 
リスト 1 毒劇物入力コードへの変換プログラム
strニ Cells(i， ll)，Va!ue 
pos三 InStrO，str， I!劇ー，)
Ifpos > 0 Then 
Worksheet.s("結果").Range("AlウOfIset(u，7).NumberFormat:::: "@" 
str_tmp二 Mid(s廿，pos+2，3)
If InStr(l， str_tmp， "IIIつ>0 Then 
Worksheets("結果")，Range("Al").Of品目(ii，7)，Va!ueニWorkshee白("毒劇法").Range("Al").Of品目(10，0)τ'ext 
E!seIflnStr(I， str_tmp， "II") > 0 Then 
Worksheets("結果").Range("Al")，Of品目(u，7).Value:::: Workshee白("毒劇法")，Range("Al")，O品目(9，ωText
E!seIf InStrU， stctmp， "1")> 0 Then 
Workshee日("結果")，Range("Al")，Offset(ii，7)，Va!ue = Workshee白("毒劇法")，Range("Al")，Offset(8，ωText
E!se 
















Dim data_a As Variant ① 
n = Worksheets(HカタログデータH).Range (" A1H). End (xlDown). Row -一②
data a = Worksheets(Hカタログデータグ).Range (H AIH). Resize (n， 25)一一③
①では、ワークシートのある範囲のデータを配列として格納するための変数 dataaを Variant型とし
て宣言する。②では、ワークシート「カタログデータ」のA列のデータがある最終行の番号nを取得す





























































毒劇法 消防，さ PRTR 右i場馴
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• 。 口
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• O 
• 
した。以前の方法では、和光純薬以外は適用法令漏れがあったが、物質マスタデータベースを参照する
ことで、全てのメーカーで正しく法令が選択されるようになった。
4 おわりに
適用法令を物質マスタデータベースから検索する方式を採用することで、試薬会社によって品質にば
らつきのあるカタログデータの法令情報に頼る必要がなくなった。この方式には、法令改正の/J[にカタ
ログデータを入れ替える必要がないこと、法令改正に迅速かつ簡単に対応できること、 CAS'10 さえ分
かればカタログデータの有無に関係なく法令等の情報を引用できるなどの利点がある。また、総液や混
合物など単一組成以外の試薬でも問題が生じないように、物質マスタと試薬カタログの法令情報をマー
シするようにもしている。
方、 NPO法人「教育研究機関化学物質管理ネットワーク」では、複数の試薬会社のカタログデータ
を元に法令データなどの内容チェック、データ補完、書式の統ーを行った共同利用データベースを作成
し、会員への提供を開始した。適用法令の検索にカクログデータベースを利用している大学では、今後、
このデータベースを利用するところが増えるかも知れない。
薬品管理システムに登録された試薬の適用法令を正しく維持するには、関係法令の改正に合わせた物
質マスタの法令データ修正など、データベースのメンテナンスを継続して行うことが不可欠であり、シ
ステム管理者の責務は更に大きくなったと言える。
